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第４章  今後の５年間に取り組むべき施策 

Ⅰ 未来をたくましく生きる力を育む教育の推進 

１ 小中一貫教育の推進 

⑴  全中学校区における「小中一貫教育」の推進と充実 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

小６の中学校入 

学前の不安感 

53.2％ 

(H2５)  
   

４０％ 

未満 

 
Ｂ 

実績 56.9％ 55.2％    

 平成27年度に比べると、1.7％

改善してきているが、平成２５ 

年度に比べると２％下回ってお

り、改善していきたい。 

 

⑵  「英語力向上プラン」事業の充実 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

英語検定試験 

中学校卒業時の 

３級以上取得率 

24.3％ 

(H2５) 
    ４０％ 

 

Ｃ 

実績 25.2％ 23.0％    
 今後も継続した指導を繰り返し

ていく。（参考 H26 26.1%） 

 

２ 知・徳・体の調和のとれた生きる力を育む教育の推進 

⑴ 確かな学力の育成 

ア 学ぶ楽しさや喜びを味わう授業づくり 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

標準学力検査 

（ＮＲＴ）の偏 

差値平均結果 

（全国を５０と 

した場合） 

 

小学校 

51.0 

(H2６) 
    52.0 

 
Ｂ 

実績 51.2 51.0    
 今後も授業力向上に向けた研修

を継続していく。 

中学校 

49.0 

(H2６) 
    51.0 

 
Ｂ 

実績 48.8 49.9    

 授業力向上に向けた研修の成果が

現れてきているので、取組を継続

していく。 

家庭学習時間 

「学年×１０分

＋３０分以上」 

 

小学校 47％

(H2６) 
    ７0％ 

 
Ａ 

実績 66.2％ 72.8％    
 今後も家庭学習の充実について

啓発に努める。 

中学校 55％

(H2６) 
    ８0％ 

 
Ｃ 

実績 62.0％ 57.5％    

 家庭学習の充実について啓発に

努めるとともに、家庭との連携

に努める。 

漸次 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 
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イ ＩＣＴ利活用の推進と充実 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

教職員のＩＣＴ 

活用指導力の 

「活用できる」 

評価 

平均 75.7% 

(H2６) 
    85％ 

 
Ｂ 

実績 81.9％ 83.2%    

 平成２７年度より１.３％改善し

ており、平成３１年度の目標に

近づいてきている。今後も取組

を継続させたい。 

⑵ 心の教育の推進 

ア いじめ問題や不登校への適切な対応 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

学校に行くこと 

が楽しいと感じ 

る児童生徒の割 

合 

96.1％ 

(Ｈ25) 
    100％ 

 
Ａ 

実績 97.3％ 97.7％    

 ここ３年間は、大きな変動なし

である。 

（参考 H26 97.8％） 

不登校の出現率 

(中学生) 

1.５６％ 

(Ｈ26) 
    1.00％ 

 

Ｂ 

実績 1.55％ 1.67％    

 昨年度から微増である。人数で

換算すると現状を維持してい

る。 

⑶ たくましい体の育成 

ア 学校・家庭・地域が一体となった体力向上の推進と充実 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

全国を１００と 

したときの児童 

生徒の体力・運 

動能力 

97.67 

(H26) 
    100 

 
Ｃ 

実績 97.73 96.27    
 全小中学校で体力向上を図る継

続的な取組を推進する。 

エ 歯と口腔の健康づくりの推進 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

フッ化物洗口実 

施校数 

22 校 

(H26) 

 
   全学校 

 
Ａ 

実績 47校 
全学校 

44校 
   

 全学校で実施体制が整ったの

で、継続して推進していく。 

オ 学校給食の充実 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

市内産青果物の 

活用 

15.5% 

(H25) 
    20.0% 

 
Ｃ 

実績 17.4％ 
12.0％ 

(米を含む) 
   

 青果物は生産農家の高齢化や人

手不足等により同一規格品を安

定的に確保することが難しい状

況にあるが、米については、現

在、地場産の利用拡大を図って

いる。 

漸次増加 

漸次増加 

漸次 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 
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３ 教育環境の充実 

⑵ 教具・教材及びＩＣＴ関連設備の整備 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

児童・生徒用タ 

ブレットパソコ 

ン導入率 

16％ 

(H26) 

 

   100％ 

 

Ｂ 

実績 29% 31%    

 更新計画どおりにタブレット

PC を導入した。今後も更新計

画に沿って導入を進める。 

 

Ⅱ 地域全体で子供を守り育てる環境づくりの推進 

１ 地域の教育力の向上 

⑴ 学校支援ボランティア事業の推進 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

学校支援ボラン 

ティアの登録者 

数、実施件数 

222 人 

81 件 

(H26) 

 

   
400 人 

350 件 

 

Ａ 

実績 
４５３人 

３９４件 

４４８人 

５２５件 
   

 
ボランティアの登録者数は、横 

ばい状態であるが、実施件数は 

増えている。更なる充実を図る。 

⑶ コミュニティ・スクールの導入促進 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

コミュニティ・ 

スクール（学校 

運営協議会）の 

設置数 

1 

(中学校区) 

(H26) 

 

   
5 

(中学校区) 

 

Ｂ 

実績 １ 2    

 他地区でも設立準備を進めてい

る。 

 

３ 総合的なネットワークの連携強化 

⑵ 少年愛護センター活動の推進 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

（市民アンケート） 

青少年の健全育 

成が図られてい 

ると思う市民の 

割合 

70％ 

（Ｈ２６） 

 

   
７５％ 

 

Ｂ 

実績 5３％ ５８％    

 「青少年育成の日のつどい」

等を通し、ＰＲ及び啓発活動

の促進を図る。 

地域の青少年 

（健全）育成会 

の活動回数、活 

動人員 

133 回 

12,168 人 

(H26) 
    

140 回 

13,000人 

 

Ｂ 

実績 
136 回 

12,250 人 

139 回 

12,804 人 
   

 児童生徒数が減少する中、講演

会等を通し、地域で子どもを見

守る意識の向上を図る。 

 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 
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⑶ 「少年自然の家」における活動の充実 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

少年自然の家利 

用者延人数 

37,395 人 

（H25） 

 
   38,000人 

 
Ａ 

実績 39,473 人 41,068 人    

 家庭教育学級及び子ども会等へ

の出張指導など生涯学習関係の

利用が増加した。 

 

夏・冬のアドベ 

ンチャー参加人 

数 

98 人 

（H26） 

 
   100 人 

 
Ｂ 

実績 100 人 100 人    
 目標は達成できた。更に、活動 

の充実を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漸次増加 

漸次増加 
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Ⅲ 生涯学習の充実をめざす環境づくりの推進 

１ 生涯学習の展開とネットワーク化 

⑴ 公民館等における生涯学習の充実 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

日頃、生涯学習 

に取り組み、生 

きがいや充実感 

を感じている市 

民の割合 

52％ 

(H25) 

 

   
7７％ 

 

Ｂ 

実績 44％ 46％    
 広報誌等を活用し、市民大学講

座等の更なる周知を図る。 

生涯学習に取り 

組みやすい環境 

が整っていると 

思う市民の割合 

70％ 

(H2６) 

 

   ７４％ 

 

Ｂ 

実績 58％ 58％    

 広報誌等を活用し、市民大学講

座等の更なる周知や講座内容の

工夫に努める。 

 

⑵ 図書館機能の充実と読書活動の推進 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

中央館･分館蔵 

書冊数 

（各年度末） 

232,017 冊 

(H25) 
    

260,000 

冊 

 

Ｂ 

実績 247,063 255,246    

 適切な除籍により配架スペース

を確保しながら、蔵書の充実に

努める。 

中央館･分館貸 

出冊数（年間） 

320,087 冊 

(H25) 

 

   
330,000 

冊 

 

      Ｂ 

実績 311,087 305,541    

 利用者が求める図書の充実と蔵

書を活かす展示やイベントに努

める。 

月あたり読書量 

［小学校］ 

11.6 冊

(H25) 

 
   増加 

 
Ｃ  

実績 13.3 10.3    

 各学校の読書推進週間を通じ、

読書量を増やせるよう周知す

る。 

月あたり読書量 

［中学校］ 

3.08 冊

(H25) 

 
   増加 

 
Ｃ 

実績 4.4 2.9    

 各学校の読書推進週間を通じ、

読書量を増やせるよう周知す

る。 

 

 

 

 

 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 
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２ 生涯学習を進めるコーディネート機能の充実  

⑴ 人材バンク等の活用 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

すてきびと登録 

者数 

67 人 

(Ｈ２5) 

 

   

増加 
 

Ｂ 

実績 ６５人 ６６人    

 広報誌等で事業の周知を図ると

ともに、登録者の活用促進を図

る。 

 

３ 家庭の教育力の向上 

⑴ 家庭教育学級の充実 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

家庭教育学級参 

加者（年間） 

５，９５６人 

(H25)  

 

  
増加 

 

Ｂ 

実績 6,016 人 6,108 人    

 児童生徒数が減少する中、研修

テーマや学級行事を工夫するこ

とで参加者の維持を図る。 

 

漸次増加 

漸次増加 
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Ⅳ 誇りと愛着のある地域文化の保存・継承・活用 

１ 文化財等の保存・継承・活用 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

国・県・市指定 

文化財件数 

１７７件 

(H2６) 

 

   
１８０件 

 
Ｂ 

実績 183 件 188 件    

 国、県指定文化財については、

今後、件数が増加する方向で 

協議中である。 

 

２ 文化活動の推進 

 

項  目 現状の数値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 
 H28 の 

達成度 

地域の歴史や文 

化に関心がある 

と回答した市民 

の割合 

65％ 

(H2６)     
7５％ 

 

Ｃ 

実績 ６１％ ６１％    

 企画展等の充実を図ると共

に、インターネット等の情報

発信を含む広報活動に、積極

的に取り組む。 

文化・芸術に親 

しむ環境が整っ 

ていると思う市 

民の割合 

55％ 

(H2６) 
    ７０％ 

 

Ｃ 

実績 ４９％ ４９％    

 

企画展等の充実や施設等の改

善を図る。 

川内歴史資料館・ 

川内まごころ文 

学館・入来麓旧 

増田家住宅等の 

入館者数（年間） 

34,000 人 

(H2５) 
    37,000人 

 

Ｃ 

実績 
35,253 

人 

28,056

人 
   

 
集客性の高い企画展の実施が

必要である。 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 

漸次増加 


